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339－ 340頁。江口圭一『十五年戦争小史  新版』青木書店、1991年、233－ 234頁等参照)。
(14)日本戦没学生記念会編『新版 きけ わだつみのこえ』岩波書店、1995年所収の「木村久夫の手記」445－
446頁、及び五十嵐顕『「わだつみのこえ」を聴く－戦争責任と人間の罪との間』青木書店、1996年の「木村
久夫の手記（一)､（二)」72－149頁参照。
(15)上原信雄編『沖縄救癩史』財団法人沖縄らい予防協会、1964年、170－174頁。沖縄愛楽園『開園30周年
記念誌』1968年、40－42頁。沖縄タイムス社編集発行『沖縄の証言  上〈激動25年誌〉』1971年、140－
145頁。沖縄教育委員会編集発行『沖縄県史　第10巻　各論編9　沖縄戦記録2』1974年、953－1002頁。上
原信雄編『阿壇の園の秘話－平和への証言』上原歯科医院、1983年、75－95頁。沖縄愛楽園入園者自治会
『命ひたすら－療養50 年史』1989年、111－ 134頁等参照。
(16)井藤道子著、イシガオサム編『道子のいのり』三一書店、1953年の「1945年1月9日」及び「同年1月11
日」の日記、228－ 229及び233頁。
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医療体制のもと、翌1945年の1年間に入園者の約13パーセントに当たる143名が亡くなっている
(17)。そのうちの1人であった松山くには、井藤に見守られながら高熱に喘ぎつつ1つの願いを託
して、満16歳と1カ月半という地上での短い生涯を終えている(18)。井藤はくにの死の前日、母を
恋い求める子どもたちの心、その魂を守り抜くために命がけで戦う決心を固めている(19)。神の国
と神の義を求める真実一途の生活をすること、一切の虚偽虚飾を敵に廻す覚悟で。それは内村、
藤井武、矢内原忠雄と続く無教会キリスト者としての態度を継承すること、すなわち全ての真理
の敵に対する宣戦布告を行うことを意味していたと言えよう(20)。よって最大の罪である戦争讃美
へと駆り立てられる園の現状、自分の身近に在って愛する子どもたちもが軍国主義思想に搦め捕
られて行く中、星塚もまた焼け野原になるのではないかという危惧の念に迫られた彼女は、真実
を知らしめるために3月10日の陸軍記念日を出発日と定めて上京準備を開始した(21)。そして「ひ
たすらに我は祈るを天皇よ御命もて戦争を止めしめ給へ」との思いを、かつての首相であり重臣
でもある近衛文麿に伝えに行くという結論に達した彼女は、「恐るるなかれ、おののくなかれ、我
汝と共に在り」との主のみ声に励まされて、幼子が目的地へ向かって走り出すような姿勢で東京
へと旅立った(22)。
３  近衛文麿訪問と受洗
　再び生きて星塚へ帰ることを望まぬ決心で、1945年３月10日夕鹿児島発東京行の夜行列車に乗
り込んだ井藤は、空襲の合間を縫うように3月12日午前2時半、埼玉県浦和市の親友宅に辿り着
いた(23)。翌13日自由が丘の矢内原忠雄を訪ね、上京目的を語った。紹介状も持たずに近衛に会い
に来たという彼女に矢内原は驚いたが、善い動機から出た行動と純でひたむきな態度に感心し、
引き止めることなくアドバイスを与えた(24)。その助言から得た書状作成を経て、3月15日荻窪の
近衛邸を訪問する直前に、彼女は多磨の藤井武の墓前に祈りを捧げ、近衛の私邸荻外荘に向かっ
た(25)。が、当時近衛は湯河原の山荘に滞在中で、留守宅で不在を知った彼女は再び浦和に戻り、
湯河原経由で鹿屋に戻る準備をし、3月19日早朝近衛の山荘を訪ね直した(26)｡「不思議とも御摂理
とも思うなり近衛公縁に陽を浴みいます｣(27)。
(17)井藤道子『星塚敬愛園と私』14頁参照。ちなみに死亡原因の第1位は栄養失調で、平均寿命は32､3歳で
あったという（2003年11月12日に敬愛園で開かれた第13回ハンセン病検証会議における大迫秀雄の証言
「開園10年の流れ」より)。
(18)松山くに「床の中で｣（『春を待つ心』1950年所収）鶴見俊輔責任編集『ハンセン病文学全集第10巻  児
童作品』皓星社、2003年、105－107頁、及び井藤道子「あの包み－『春を待つ心』に寄せて」『星塚随想集』
44－49頁参照。
(19)井藤道子著、イシガオサム編『道子のいのり』の「1945年1月10日」の日記、231頁。
(20)矢内原忠雄「真理の敵」『矢内原忠雄全集 第24巻』783－789頁、及び「神の国」『同全集 第18巻』647
－654頁等参照。
(21)井藤道子『祈りの丘』72－73頁。
(22)同上、74－75頁。また井藤の歌集『ただ神と』三一書店、1956年、53頁、及び『野の草』野の花通信社、
1994年、38頁参照。
(23)同上、74－76頁。井藤道子「浦和と川越」『星塚随想集』166－167頁参照。ちなみに、3月12日には名
古屋が、13､14日には大阪が、17日には神戸が大空襲を受けている。
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「日本の国を思い、君（天皇）を思う切なる真心から、死を決してはるばると、大隅鹿屋の地
から上京して来た者で、上京の時には、お会い頂けるまでは、立ち去らないつもりで参りま
したが、上京後、恩師矢内原忠雄先生から、お諭しを頂きましたので、無理強いはしないで、
帰鹿のつもりではおりますけれど、5分か10分でよろしゅうございますから、お会い下さっ
て私の陳述をお聞き願いたいと存じます｣(28)
  このような自己紹介状を取り次ぎ人に手渡してしばらく後、面会断りの伝言が彼女に伝えられ
た。が、自分の話下手を自覚させられていた彼女は、神からの啓示が記された目的の書状を再び
取り次ぎの婦人に渡し、詳しい事情は後日手紙で説明したい旨を伝言として依頼し、その婦人に
住所を記してもらい山荘を後にした(29)。そしてその日の夕方に開通した東海道線で大空襲による
火の海の中の名古屋、「おもちゃ箱をひっくり返したような状態」の大阪、神戸の惨状を目の当た
りにしつつ、無事帰園を果たした(30)。それから後、矢内原の個人雑誌『嘉信』や手紙を近衛宛に
送付し、戦争終結と聖書の真理に聴き従うことを期待した(31)。
　主のみ声に従い、み手にすがり、導かれ守られての旅を終えた彼女は、その年の復活節の4月
1日早朝、敬愛園内楓公園池のほとりの芝生にひざまずき、生ける神イエスの前で祈り、「これか
ら後の命は主イエスのもの」との自覚を新たにしている(32)。火の海を越えて再び星塚の子どもた
ちとの再会を許され、看護婦としての白衣生活を送れるようになったことへの感謝と喜び、神の
智慧と愛の深さの限りなさを悟らされて。「その方は、聖霊と火であなたたちに洗礼（バプテスマ）
をお授けになる」（ルカ 3:16)。また上京決心の糸口、すなわち受洗という回心的道程への導き
手となった矢内原の書簡中の一節、その「罪」のあがないの言葉を思い起こし、彼女の心は感謝
に溢れている。後年、彼女は次のように述懐している。
(24)同上、76－80頁。井藤はその日、矢内原から受けた注意と示唆を次のように鮮明に記憶している。「井藤
さんは子供のような人だね。子供の話を聞いていると、よく飛躍して、捕えどころのない事を言うが、井藤さ
んの話も子供が語るような話振りなので、私にもよく分からないところがあるが、近衛さんに会いに行くって、
たれかの紹介状でも持っているのかね。紹介状がないと、ああいう人は会ってくれないのだよ、会わないと
言って断られたら、どうしても会うのだなどと考えないで、素直に鹿児島へ帰るんだよ、無理強いをすると神
様に叱られるかも知れないからね。女の人は信仰熱心の余り、狂信的になることがあるから、気をつけないと
いけないよ－」「井藤さんは、お話するよりも、文章を書くほうが上手だね、書いたものを読むと、井藤さん
の気持ちがよく伝わってくるよ。去年5月私が星塚を訪ねた時の紀行文を、私も書いたけれど中学生の報告文
のようで、井藤さんの日記文のほうが、ずっと生き生きと記されていて上手だよ－」（矢内原忠雄書簡 井藤
道子宛 1945年5月17日『矢内原忠雄全集 第29巻』296頁参照)。
(25)同上、80－82頁。ちなみにこの荻外荘における荻窪会談（1940年7月19日）で、第２次組閣の大命を受
けた近衛と東条英機ら陸海外相予定者は、八紘を一宇とする肇国の精神に基づく「世界平和」、すなわち皇国
を核心とした大東亜の新秩序建設方針を確立した（色川大吉『ある昭和史』311－312頁。江口圭一『十五年
戦争小史新版』148頁参照)。
(26)同上、82－83頁。
(27)同上、83頁。『ただ神と』54頁、及び『野の草』39頁参照。ちなみに井藤が湯河原山荘に到着した際、近
衛は南陽の射すサンルームで1人うつ伏せて日光浴をしていたという。
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「クリスチャンとしての自覚を確立するために、矢内原忠雄先生は、私にとって、なくてはな
らない存在であり、イエスさまは私をキリストの者とするために、矢内原先生を私の前にお
備え下さった（中略）先生は、「事を決するときにはいつも、イエスさまならどうなさるだろ
うと考え、祈ってから決めるといい。」とおっしゃって下さいましたが、その後の私の信仰生
活途上で、そのおことばに従って行動を決する時、人からは理解されず、誤った評を受けて
悲しむことがございましたが、しかしその都度、誰が理解してくれなくても、「イエスさまと
矢内原忠雄先生だけは、私の心を知り、解ってくださる」という思いに支えられ、励まされ、
慰めを与えられて歩んでまいりました｡｣(33)
４  敗戦と現代の宗教改革
  1945年8月15日、彼女にとって祈りに祈り、待ちに待った戦争が終結した。その夏、彼女に示
された聖書の言葉はイザヤ書40章１節から11節、すなわち第2イザヤの「苦役の民への慰め」の
言葉であった(34)。その感動を書き綴った手紙を彼女は矢内原に送ったが、彼は個人雑誌『嘉信』
同年10月号で「時期尚早」と題する短言を記し、その中で「我が国は之より数年若しくは数十年
の苦難・屈辱の時を経なければならない」と断言した(35)。しかしその一方で、キリストの福音を
受け入れ神観を純化し、霊的信仰に覚醒するならば、真の平和国家として復興するとも述べてい
る。では、矢内原の言う「神観の純化」とはいかなるものか。
  戦後復職し社会科学研究所、経済学部、教養学部長等の要職を歴任した矢内原は、1951年12月
戦後2代目の東大総長に就任したが、その2期目の任期満了を間近に控えた1957年11月3日、横
浜海員会館で開かれた講演会で「現代の宗教改革は何か」と題する講演を行い、その中で無教会
(28)同上、84頁。
(29)同上、84－86頁。
(30)同上、86－88頁。『ただ神と』55頁、及び『野の草』40－41頁参照。
(31)同上、86頁。なお井藤が近衛に『嘉信』を送付していることを知った矢内原は、次のような手紙を彼女に
送っている。「あなたは近衛公に嘉信を送付せられて居る模様ですが、それは今後止めて下さるよう願います。
（中略）公に嘉信を送るのは豚に真珠を投げ与えるようなものです。公の為めに何の益をも為さず、私の為め
には有害な結果を生ずるおそれがあります。嘗て私を大学より追うた人々は公の保護を受けた人々や公の部下
でありまして、その人々は公の推薦により現内閣に於いても枢要の地位を占めて居ります。公は嘉信を読むに
値しない人物であります。（中略）あなたが公に対して抱いて居られる期待は、正直に申しますと、空虚なも
のであります。公の政治家としての行動や私生活について、おそらくあなたは何もお知りでなく、ただ何とな
く公はわけのわかった人物のように思って居られるのではありませんか。人にたよるのは空しい事です。日本
の国の救は近衛公によっては決して来りません。ただ神によりたのみつつ、自分は自分の周囲の人々の為めに
最善を尽くすのがよろしい。（中略）私は世の支配階級や貴族階級に容れられる者でありません。彼らに知ら
れずに居ることが、私の生存と仕事との為めに一番幸福であります｡」（矢内原忠雄書簡 井藤道子宛 1945年
5月17日『矢内原忠雄全集 第29巻』295－296頁） ちなみに、国を救う人物として「試験済み」で「落第」
であると矢内原に批判された近衛は、井藤の訪問に先立つ1945年2月14日に「上奏文｣（和紙８枚）を用意し
て参内し、共産革命を阻止し国体を護持するために戦争終結の方途を講ずべきこと、またそのために粛軍を行
い皇道派を起用すべきことを天皇に進言している。それに対して天皇は「もう1度戦果を挙げてからでないと
中々話は難しいと思う」と返答したと記録されている（「時局ニ関スル重臣奉答録」『木戸幸一関係文書』東京
大学出版会、1966年、495－498頁。細川護貞『細川日記（下)』（改版）中央公論新社、2002年、359－364
アジア・キリスト教・多元性
42
の意義を宗教改革の必然性から説き、その現代的特色についてこう語っている。すなわち、宗教
本来の生命は制度や神学や儀式や勢力に存するのではなく、霊的な神を信じ、霊と真をもって神
と交わるところに存するのであり、それ以外に宗教を純化する道はないのだ、と(36)。そしてその
第一要件を認識し実行するとともに、紛争に対して寛容、憎悪に対して愛、因習に対して生命を
強調することが必要だと説いている(37)。しかし、愛と寛容の思想の必要性を知りながら、その実
行を妨げるもの、更に驚くべきことにそれと正反対のものが、自分の心の中に見出されると彼は
言う。神を神として崇めず、己の欲を果たそうとする「罪」の問題である。これを回避しては、真
に人を救う力を発見することは出来ない、と。
「愛と寛容の人となるためにはどうしても「罪」の問題を処理し解決する必要があるのです。
神はキリストの十字架によって私の罪を赦し、神の前に義として下さったということを信ず
ることによって、私は心に平安を得る。すなわち平和の人となります｡｣(38)
　神による罪の赦しで神の愛を知り、それによって人を赦せる寛容が、また神がその独子を惜し
まずに自分を愛したことを知り、それによって自分の生命を捨てれる愛が成り立つ。すなわち、
人との和らぎである平和が成り立つのだ、と。よって現代の宗教改革も罪の赦しの福音にさかの
ぼり、そこから出直して初めて新しい時代に活動出来る人間を作り出せるのであり、無教会もそ
れを除いては現代の宗教改革としての意味を失うであろう、と(39)。真の意味の無教会は純福音で
あり純粋な信仰であるが、純福音は無教会よりも大きい。無教会も人間の主張であり動きである
限り、形式的で自己満足的な差別主義に陥る危険性を孕む。が、純福音は神の御霊の活動であり、
それは神の経綸に従い神の国を地上に建設するまでは止まない力である。いかに時代が混沌とし
ていても、神の真理が必ず勝利すること、神の御霊は神の国を必ず地上に建設するということ、
これが自分の最も強く感じていることだ、と(40)。
頁。矢部貞治編著『近衛文麿 下』近衛文麿伝記編纂刊行会、1952年、528－534頁。岡義武『近衛文麿－「運
命」の政治家』岩波書店〔同新書(青版)826〕、1972年、206－ 209頁等参照)。
(32)同上、88－91頁、及び井藤道子『イエスさま』野の花通信社、1991年、117頁参照。ちなみに、この日は
めずらしく空襲のない静かな朝であったが（3月28日に鹿屋市は米機動部隊の艦載機130機による航空設備
の爆撃を受けている)、当日米軍は4コ師団を並列して沖縄本島への上陸を開始している。その後の今にまで
続く「悲劇と矛盾のかたまり」（矢内原）である沖縄の歴史とその救いの問題については、別の機会に検討を
譲りたい。なお星塚での空襲のない静かな朝は4月1日のみで、その後の敗戦に至るまでの壕生活の日々にお
いて、井藤は念願であった『内村鑑三全集』の全巻を読了している。
(33)井藤道子『星塚随想集』177頁。
(34)同上、103頁、及び『祈りの丘』91－92頁。
(35)同上、103－104頁。矢内原忠雄「時期尚早」『嘉信』第8巻第10号､１頁（『矢内原忠雄全集 第17巻』267
－ 268頁所収）参照。
(36)矢内原忠雄「現代の宗教改革は何か」『嘉信』第20巻第12号､6頁（『矢内原忠雄全集第15巻』449頁所収)、
及び「ヨハネによる福音書」4章24節参照。
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おわりに
　以上我々は神ならぬものを神と崇め、罪に囚われている人々を解放する十字架のイエスと、そ
の愛と寛容の原理を確認して来た。すなわち罪の赦しによるその贖いの実践こそが、無教会にお
ける社会正義のための行動の原点であり、平和を成立させる事実である点を見て来た。
　ところで、この無教会の純福音を証しする「霊と真をもって神と交わる」ということとは、具
体的にどのような内容を指しているのだろうか。この点について、井藤道子からの聞き取り内容
を中心に、それを筆者の解釈によってまとめたものを最後に書き記しておきたい(41)。
  彼女はその著書『イエスさま』で、ヨハネによる福音書4章24節を取り上げ、霊の問題につい
てこう述べている。イエスは《神は霊であるから、礼拝する者も霊とまことを持って礼拝すべき
である》と教えた後、十字架上で死なれたが、やがて復活し聖霊の神となって、私たちの心の中
に宿り、私たちの身体を神の宮として清めるようになったのだ、と(42)。ここには十字架上の死後
復活したイエスを「聖霊の神」とし、それが我々の心の中に宿ることによって、罪に囚われた旧
き自分が清められる過程が語られている。また別の箇所では、生来の自己中心的な自分の死を経
験した者に新しい永遠の生命を与えるのが「聖霊」であり、それによって新生した者は風のよう
に自由な天来の生命が与えられると述べている(43)。そしてこのような聖霊の働きを彼女自身が経
験した事実として、次のような出来事を挙げている。それは1961年 12月 27日、東京女子学院講
堂で行われた矢内原の葬儀で、彼女が『嘉信』読者代表として弔辞を述べた時の体験である(44)。
彼女の前には友人代表として大内兵衛が、また帝大聖書研究会門下生代表として大塚久雄が弔辞
を述べていた。このような「偉い先生方」の後に出て来た彼女は、多数の葬儀参列者の前で臆す
ることなく告別の辞を述べることが出来た。彼女の顔は、ただ聖国に迎え入れられた矢内原にの
み向けられていたという。彼女は当時を次のように述懐している。「その時、聖霊が語るべきこと
を語らせてくれた」と(45)。
　この井藤の経験によるならば、霊と真による神との交わりとは、自我に囚われた旧き自分の
「死」の状態、換言すれば「無」の契機を通じて初めてもたらされると考えられよう。ちなみに井
(37)同上、6－7頁（同全集、449－ 450頁)。
(38)同上、7頁（同全集、452頁)。
(39)同上、7－8頁（同全集、452－ 453頁)。
(40)同上、8頁（同全集、454－455頁)。ちなみに2004年10月9､10日に福岡国際会議場で行われた「無教会
全国集会2004･福岡」における閉会の挨拶で、集会の事務局長を務めた松村敬成（福岡聖書研究会）は、当日
配られた井藤の『野の花通信』合本の中から、この矢内原の文章の一節を取り出し、キリストの十字架による
罪の赦しの福音という無教会の原点を確認し、集会の纏めに代えている（無教会全国集会2004･福岡 準備委
員会編集発行『生きるキリストと共に－無教会全国集会2004･福岡 記録』2004年、69頁参照)。
(41)井藤からの聞き取りは、2000年5月5日に国立療養所星塚敬愛園内の宿泊施設で行ったもので、その文責
は筆者にある。
(42)井藤藤子『イエスさま』39頁。
(43)同上、41頁。
(44)井藤道子「弔辞」清き岸べに刊行会編『清き岸べに』嘉信社、1962年、83－85頁参照。
(45)2000年5月5日に行われた井藤からの聞き取りによる。
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(46)同上。
(47)西田幾多郎「場所的論理と宗教的世界観」『西田幾多郎全集 第11巻』岩波書店、1965年、439頁、及び上
田閑照編『西田幾多郎哲学論集』岩波文庫、1989年、371頁、及び松丸壽雄編『西田哲学選集　第3巻』燈
影社、1998年、396頁。なお無教会と西田哲学との関係性については、拙論「無教会の『無』の論理と西田幾
多郎の宗教哲学－絶対矛盾的自己同一をめぐって」『アジア・キリスト教・多元性』創刊号、2003年3月、19
－43頁参照。
(48)井藤道子『イエスさま』12、50頁参照。
(49)ちなみに井藤の『道子のいのり』の中には、西田哲学に関する次のような記述が見られる。「[1941年－筆
者注］6月14日 土曜日 曇後雨…この間鹿児島で求めて帰った、西田先生の哲学についての書を、やっと夜
の暇に少し読む。西田先生のような方の考え方を私は好き。無理がなくって自然で、神のみこころにそう思い
を感じる。罪というものに対する思いも、この先生は私の思う気持にそうような言葉で説いて下さってある。
折をみて原著を読みたい、とねがう。ほんとうに私は物をしんから知りたいとねがう気持を自分でもどうする
ことも出来ないくらい感じる折がある。「求めよ、さらば与えられん」という言葉をしみじみ思う。そしてそ
の求めるということすら神が与えんがためのもの、わが思いにあらずして、おのずからなる思いである、と感
じる折、神の摂理のいみじさを思わされる。西田先生、西田哲学を産んだ日本というものの生命を思うとき、
心おどる思いを感じる。今の世界の混沌からきっと新しい文化というものが産れて来ると信じる。それはあの
黙示録のような世界、ほんとうにキリストが世界に臨む日である。主よ、来り給え、と切に切に祈る｡｣（同書、
15－ 16頁）
藤は、筆者との対話でこう語っている。「思うこと」と「言うこと」と「すること」を一致させる
のが真（まこと）の意味であり、それを実現するときに働いているのが聖霊だ、と(46)。つまり「聖
霊」によって愛を表現（presentation）された自己が、その表現に応じた隣人愛を自己表現（self-
expression）することで、その形となった愛の表現に規定されて、再び「聖霊」に対する
（representation）形で実践に踏み出すことになるのではないか、と。それはまた、次のような神と
人間との関係を意味しているのではないか。すなわち「神と人間との関係は何処までも自己否定
的に自己自身を表現するものと、表現せられて自己表現的にこれに対するものとの関係において
理解せられなければならない」という関係を(47)。彼女は前述の著書の中で「（神が）自己否定的に
自己自身を表現する」出来事であるケノーシス（フィリ 2:7）の箇所を２度引用しているが(48)、
この自己空化の事実こそが無教会の実践の原理であり、よって最後に次のような問題提起を行っ
て考察を終えたい。すなわちキリスト教における霊と真によって神と交わる場所、それが絶対無
の場所ではないか、と(49)。
　参考文献　井藤道子編著発行『野の花通信』（1－30号）1981－1997年。
〔付記〕本稿は、2000年7月31日に大阪府立大学人間文化学研究科より授与された学位（学術博士）論文「矢
　　　 内原忠雄における信仰と実践をめぐる問題－西田幾多郎の「宗教論」を介して」（未刊行）の第三部第
　　　 ２章第３節以下を大幅に書き改め、加筆したものであることを付記致したい。
（いまたき・のりお  大阪電気通信大学・近畿大学生物理工学部非常勤講師）
